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教師という仕事の面白さ 
 
１．教育を考える一言 
 「教師たるものは、自分の実践を支える確固たる「哲学」を持たねばならない。」 
 
２．背景 
 この言葉は、私の師である土作彰氏の言葉です。土作氏は、小学校教諭でありながら、「学級づ
くり」改革セミナーを主宰し、全国で講演活動を行っています。最近では、魅力ある授業で子ど
もを惹きつけ（＝縦糸論）、さらに子どもたちを繋いでいく（＝横糸論）学級づくりを研究し、学
級づくりには「教育情報」、「哲学」、「分析・対応」の 3 要素が必要であると提案しています。 
 「教育を考える一言」に挙げたこの言葉は、土作氏の著書から引用したものですが、講演の度
に多くの教師に対して熱く語りかけている言葉でもあります。私がこの言葉に出会ったのは、大
学 1 年の夏でした。教師になりたいという思いをもって大学に入ってから間もない頃、私は初め
て土作氏に出会い、講演を聞く機会を得ました。その当時の私は、「教師になりたい」とは思うも
のの、教師という仕事が実際はどんなものであるかということも分からず、やっと教育について
学び始めた頃でした。その時に、この言葉に出会い、私は衝撃を受けました。教師という仕事は
ただ子どもたちの前に立って教えるだけではない、自分自身の「哲学」を持ちながら、一人の人
間として子どもたちと一緒に学級や授業をつくっていかなくてはいけないのだ、ということに気
付きました。それから私の教師観、教育観は変わり、教育に対する向き合い方が変わっていった
ような気がします。 
 
３．考察 
 近年、学級崩壊やいじめが大きな問題となっています。それらを防ぐ手立ての一つとして、土
作氏を始めとする多くの教師らが「教師が子どもに教える力量」とされる縦糸と「子ども同士を
繋げる力量」とされる横糸をバランスよく紡いでいくことの重要性を指摘しています。また、土
作氏は著書の中で「哲学」を「教師の具体的な指導を支える思想」だと定義しています。また、
この思想がある教師は、「なぜその状況でその指導をしたのか」を答えることができ、安定した学
級経営が展開できるだろうと書いています。 
 多忙な毎日で、目の前の子どもたちや目の前の授業、雑務などに追われている現状があります。
しかし、「自分は子どもたちをどう育てたいのか」という哲学を見失わずに、日々子どもたちと向
き合うことが必要なのです。 
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